
助
産
師
・
看
護
師
募
集

■
嘱
託
職
員

勤
務　
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

対
象　
助
産
師
、
看
護
師
免
許
取
得
者

月
給 

27
万
円
（
一
時
金
な
し
）

■
臨
時
職
員

勤
務　
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
（
時
間
は
応
相
談
）

対
象　
助
産
師
、
看
護
師
免
許
取
得
者

時
給　
１
、５
０
０
円
（
一
時
金
な
し
）

▼
人
員　
各
３
人
程
度

▼
勤
務
開
始
日　
８
月
１
日
㈭

▼
申
込
み　
７
月
26
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
、
臨
時
・
嘱
託
い
ず
れ
か
を
記
入
し

た
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、
資
格
免
許

証
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
直
接
病
院

総
務
課
（
〒
４
８
５
―
８
５
２
０
住
所

不
要
）

※
後
日
面
接
あ
り

◆
お
知
ら
せ

健康通信

甲
状
腺
機
能
異
常
に
つ
い
て

甲
状
腺
と
は

頚け
い

部
気
管
前
面
に
存
在
す
る
蝶
形
の

臓
器
。
食
物
中
の
ヨ
ー
ド
か
ら
甲
状
腺
ホ

ル
モ
ン
を
合
成
し
血
中
に
分
泌
し
ま
す
。

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
と
は

発
育
・
成
長
促
進
、
新
陳
代
謝
活
性

化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
促
進
作
用
を
も

ち
、
精
神
・
神
経
や
身
体
活
動
の
調
整

に
働
き
ま
す
。

脳
下
垂
体
よ
り
分
泌
さ
れ
る
甲
状
腺

刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
Ｔ
Ｓ
Ｈ
）
が
、
血
中

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
変
動
を
感
知
し
、

こ
れ
を
一
定
に
保
っ
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
は
多
す
ぎ
て
も
少

な
す
ぎ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
ひ
き

お
こ
し
ま
す
が
、
甲
状
腺
機
能
は
血
液

検
査
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
甲
状
腺
機
能
亢こ

う
し
ん進
症
（
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
が
血
中
に
多
す
ぎ
る
状
態
）

症
状　
動
悸
、
暑
が
り
、
多
汗
、
手
指

振
戦
、
い
ら
い
ら
な
ど

バ
セ
ド
ウ
病
は
代
表
的
疾
患
で
、
甲

状
腺
受
容
体
を
刺
激
す
る
自
己
抗
体

（
Ｔ
Ｓ
Ｈ
受
容
体
抗
体
）
に
よ
り
甲
状

腺
が
刺
激
さ
れ
過
剰
分
泌
が
お
こ
る
疾

患
で
す
。

治
療
に
は
、抗
甲
状
腺
剤
内
服
、手
術
、

放
射
線
治
療
が
あ
り
ま
す
。
病
気
の
程
度

や
経
過
、適
応
で
選
択
は
異
な
り
ま
す
が
、

第
一
選
択
は
抗
甲
状
腺
剤
内
服
と
な
り
ま

す
。
内
服
は
長
期
間
継
続
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合

や
副
作
用
が
出
る
場
合
な
ど
に
は
そ
の
他

の
治
療
法
と
な
り
ま
す
。
ど
の
治
療
法
に

し
て
も
長
所
・
短
所
が
あ
り
ま
す
が
、
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
を
正
常
量
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
事
が
重
要
で
す
。

そ
の
他
、
甲
状
腺
組
織
が
炎
症
で
破

壊
さ
れ
一
過
性
に
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が

放
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
亢
進
状
態
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は

一
過
性
に
亢
進
す
る
も
の
の
数
週
～
数

カ
月
で
自
然
軽
快
し
、
急
性
期
に
抗
炎

症
薬
な
ど
の
対
症
療
法
の
み
で
あ
り
バ

セ
ド
ウ
病
と
は
治
療
が
全
く
異
な
り
ま

す
。
両
者
は
自
己
抗
体
の
有
無
や
超
音

波
所
見
な
ど
で
多
く
の
場
合
、
鑑
別
で

き
ま
す
。

②
甲
状
腺
機
能
低
下
症
（
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
能
が
低
下
し
血
中
に
少

な
い
状
態
）

症
状　
冷
え
、
皮
膚
乾
燥
、
無
気
力
な
ど

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
慢
性
甲
状
腺
炎

（
橋
本
病
）
で
、
甲
状
腺
細
胞
を
攻
撃

す
る
自
己
抗
体
に
よ
り
慢
性
炎
症
が
お

こ
る
疾
患
で
す
。
自
己
抗
体
の
存
在
す

る
人
は
比
較
的
多
い
で
す
が
、
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
が
正
常
範
囲
に
あ
る
場
合
は

症
状
を
呈
す
こ
と
も
全
く
な
く
治
療
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
機
能
低
下
を
き

た
し
て
い
る
場
合
は
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

を
補
充
し
ま
す
。
終
生
補
充
を
要
し
ま

す
が
、
こ
れ
に
よ
る
副
作
用
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
量
が
正

常
化
さ
れ
れ
ば
、
健
常
人
と
変
わ
ら
ぬ

生
活
が
で
き
ま
す
。

③
Ｌ
ｏ
ｗ
Ｔ
３
症
候
群

基
礎
疾
患
が
あ
る
、
体
調
が
崩
れ
て

い
る
場
合
な
ど
に
、
Ｔ
３
の
み
低
値
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は

甲
状
腺
は
全
く
問
題
な
く
、
他
疾
患
の

存
在
に
よ
り
二
次
的
な
機
能
変
化
を
し

て
い
る
の
み
で
す
。
Ｔ
３
の
変
化
自
体

が
何
ら
か
症
状
を
呈
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
し
治
療
不
要
で
す
。

　
問
合
先　
市
民
病
院
（
☎
76
―
４
１
３
１
）

健
康
通
信

▲糖尿内分泌科医長　岡島　由樹 ～
市
民
病
院
よ
り
～
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